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秋の運動会 村内保育所・小学校運動会写真レポート

9月28日（日）
相良北小学校
あざみ園合同大運動会

１. あざみ園児と北小児童が力を
合わせて玉ころがし。

２. 赤団の応援演技。
３. 元気いっぱいの開会宣言。
４. 白団の応援演技。
５. あざみ園児による玉入れ。

9月28日（日）
相良南小学校運動会

１. 高学年による組体操。
立派なピラミッドが完成。

２. 低学年の花笠音頭の披露。
３. 中学年によるソーラン節。
４. 久しぶりの三輪車に

悪戦苦闘。
５. １位を目指して頑張った

徒競走。
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ぼくたち 主役！　 わたしたちが

10月4日（土）
暁保育園運動会

10月4日（土）
なつめ保育園運動会

１. 来賓の皆さんと玉入れで対決。
２. 年長組が披露する

め組のパレード。
３. うちの子はどれかな？

大正解のぎゅー。
４. 玉を落とさないように

上手に運べました。
５. 力いっぱいの綱引き。

１. ゴールで待つ先生に向かって
ダッシュ。

２. 上手にとび箱とべました。
３. 保護者と先生によるファッショ

ンショー。人気のキャラクター
の登場に園児が大喜び。

４. 今年のなつめ鼓隊の初披露。
指揮者の緊張した表情。

５. あざみ園児も参加しました。2 １
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平成25年度決算に基づく相良村健全化判断比率及び資金不足比率
平成25年度の相良村の決算

　平成２５年度の村の決算は、歳入総額３６億７,５８３万７千円で、そのうち自主財源が６億８,７５５万
５千円（１８.７％）、依存財源が２９億８,８２８万１千円（８１.３％）となっています。歳出総額は、
３４億９,８００万６千円で、村民一人当たり（平成２６年３月末現在人口４,８４２人）の決算額は、
７２２,４２９円（対前年度９１,１５８円の増）でした。
　また、一般会計にかかる地方債（借入金）残高は、２９億８,３３４万２千円で、村民一人当たり
６１６,１３８円（対前年度６,９４８円の増）となりました。

一般会計 （単位：千円）

歳入総額 歳出総額 差引額 基金繰入金
3,675,837 3,498,006 177,831 189

歳 入 （単位：千円）

村 税 314,034
分担金及び負担金 28,639
繰 越 金 263,990
諸 収 入 等 80,893
地 方 譲 与 税 32,130
地 方 交 付 税 1,878,795
国 庫 支 出 金 455,465
県 支 出 金 282,322
村 債 282,500
そ の 他 交 付 金 57,069

歳 出 （単位：千円）

議 会 費 60,600
総 務 費 715,451
民 生 費 762,949
衛 生 費 276,520
農 林 水 産 業 費 523,855
商 工 費 63,794
土 木 費 338,847
消 防 費 127,547
教 育 費 271,561
災 害 復 旧 費 13,954
公 債 費 342,928

県支出金
7.7％

村税
8.5％

繰越金
7.2％ 諸収入等

2.2％

国庫
支出金
12.4％

その他交付金
1.5％

分担金及び負担金
0.8％

地方譲与税
0.9％

地方交付税
51.1％

村債
7.7％

依
存
財 源

３，６７５，８３７
　　　　　　千円

歳  入

自主
財
源

商工費
1.8％

3,498,006
　　　　　　千円

歳  出

議会費
1.7％

総務費
20.5％

公債費
9.8％

災害復旧費
0.4％

消防費
3.6％

民生費
21.8％

土木費
9.7％

農林
水産業費
15.0％ 衛生費

7.9％

教育費
7.8％

特別会計 （単位：千円）
会　　計　　名 歳　　入 歳　　出 差　　引 繰 入 金

国 民 健 康 保 険 706,197 632,403 73,794 20,000
簡 易 水 道 117,721 114,759 2,962 0
農 業 集 落 排 水 254,167 251,800 2,367 0
森林総合研究所分収造林 3,353 3,353 0 0
介 護 保 険 646,360 609,566 36,794 0
後 期 高 齢 者 医 療 48,353 47,792 561 0
※差し引き額及びパーセントは、端数処理の関係で合わない場合があります。



4

平成25年度決算に基づく相良村健全化判断比率及び資金不足比率

　平成２１年４月１日に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が施行され、地方公共団体は毎年度の
決算時に健全化判断比率及び資金不足比率を算定し公表することが義務付けられました。また、健全化判断比
率のいずれかが早期健全化基準以上の場合、又は、資金不足比率が経営健全化基準以上になった場合は、議会
の議決を経て財政健全化計画等を策定し、計画的に健全化に向けて取り組まなければなりません。
　本村の平成２５年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率は、以下のとおり全て健全段階となって
います。

○健全化判断比率 （単位：％）

比　　　率 内　　　　容 平成25年度
早期健全化
基準

財政再生
基準

実質赤字比率

　一般会計等における赤字額の標準財政規模に
対する割合を示すもの。
※標準財政規模とは、地方自治体における地方
税・普通交付税・地方譲与税など標準的な一
般財源の規模を示すもの。	

黒字のため
「なし」

15.00 20.00

連結実質赤字
比 率

　一般会計・特別会計・公営企業会計における赤
字総額の標準財政規模に対する割合を示すもの。

黒字のため
「なし」

20.00 30.00

実質公債費比率

　地方自治体おける一般財源の規模に対する公
債費の割合を示すもの。一般会計の公債費に
加え、公営企業に対する公債費の繰出金、一部
事務組合に対する負担金のうち公債費に対す
るものも含めた指標。地方債を発行する場合、
25％以上になると単独事業の地方債の一部が
認められなくなり、35％以上になると、これ
らに加えて一部の一般公共事業債についても制
限される。

10.8 25.0 35.0

将来負担比率

　一般会計・特別会計・公営企業会計・地方公
社及び第三セクター等について、一般会計等が
将来負担する可能性のある負債総額、いわゆる
「将来負担額」の一般財源の規模に対する割合
を示すもの。「将来負担額」には、一般会計等
の地方債現在高、債務負担行為に基づく支出予
定額、特別会計、公営企業会計や一部事務組合
の公債費に充てるために一般会計等から繰出す
見込み額、退職手当支給予定額のうち、一般会
計等の負担見込額などが含まれる。	

49.6 350.0

○資金不足比率 （単位：％）

会　計　名 内　　　　容 平成25年度
経営健全化
計画

簡易水道特別会計
公営企業における資金不足額の事業規模に
対する割合を示すもの。

資金不足がないため
｢なし｣

20
農 業 集 落 排 水
特 別 会 計

資金不足がないため
｢なし｣
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表彰された交通指導員の皆さん德田村長と固い握手を交わす山口さん

　１０月に青年海外協力隊として、ミクロネシア
連邦に派遣される山口郁美さん（上川上）が、德田
村長を表敬訪問されました。
　青年海外協力隊は、独立行政法人国際協力機構

（JICA）が実施する海外ボランティアで、開発途上
国の発展復興のために活動します。
　山口さんは、２年間、ミクロネシアの小学校で
低学年の算数の指導をされます。「現地の人の役に
立てるよう、精一杯頑張りたい」と意気込みを語
られました。　

　平成２６年交通安全推進大会が人吉警察署で開
催され、交通安全功労者並びに優良運転者が表彰
されました。（受賞者は下記のとおり）
○交通栄誉章「緑十字銅章」表彰　松岡和雄（平原）
○交通安全功労者章　松岡和雄（平原）
○交通安全功労徽章　簑田俊秀（初神）、
　桺瀬伸二（上四浦）、吉松孝雄（松葉）、
　伊東伸明（中央）、白石良市（中央）
○永年無事故優良運転者
　２０年表彰　宮村千敏（並木野）
　１０年表彰　木村行宏（松葉）　　　　　敬省略

交通安全タッチ運動の様子 ホールインワンを狙って！

　秋の全国交通安全運動の一環として、交通安全
タッチ運動がＪＡくま相良農機センター前で行わ
れました。
　交通指導員や深水駐在所をはじめ老人クラブ、
交通安全母の会、ぺートル会、安全運転管理者の
皆さんが、通勤中のドライバーにチラシを配布し、
交通安全を呼びかけました。
　これから夕暮れが早くなる季節です。早めの点
灯を心がけましょう。

交通安全功労者等表彰
平成26年交通安全推進大会24

9ミクロネシアに派遣
出国を前に表敬訪問

9
25

交通安全を呼びかけ
交通安全タッチ運動

元気にプレイ！
村老連グラウンドゴルフ大会

　相良村運動公園グラウンドで村老人クラブ連合
会主催グラウンドゴルフ大会が開催され、１０１
人が参加されました。
　ホールインワンを３打決めた中村貢さん（松葉）
は、「今日は調子がいい」と笑顔で語られ、グラウ
ンドゴルフを楽しまれていました。
【成績】（敬称略）
１位　坂本レイ　２９打　ホールインワン３打
２位　中村貢　　３０打　ホールインワン３打
３位　藤本明子　３１打　ホールインワン２打
最高齢者賞　男性　松﨑 　　８８歳
　　　　　　女性　池田タエ　８６歳

9
11

9
22
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役場の仕事を体験
相良中生 職場体験

農林業就労者を応援
新規就労奨励交付金交付式

新規就労された日野さん（左）と藤田さん（右）

　今年４月１日以降に村内で新たに農林業に就労
し、地域農林業の中心的な担い手を目指す意欲あ
る方を応援する「相良村農林業新規就労奨励交付
金」の交付式が行われ、日野由香理さん（中央）と
藤田千春さん（朝迫）に交付されました。
　日野さんは、イチゴとお茶を営農され、「農業は
大変だが、収穫の喜びを感じる。１０ａあたりの
反収を上げることが目標」。藤田さんは、肥育牛を
され、「牛の死亡率を低下させ、品質を向上させた
い」。と抱負を語られました。

　相良中学校３年の吉野裕貴くん（中央）、川邊裕也
くん（中央）が役場で職場体験を行い、総務課、保
健福祉課、産業振興課、教育委員会の仕事を体験
しました。
　役場で働きたいという吉野くんは、「役場の仕事
は村民の皆さんと接するので、その楽しさを感じ、
人と接していきたい」。両親の仕事を体験したかっ
たという川邊くんは、「人見知りだが、わからない
ことは周りの人に質問して仕事を身に付けること
を学んだ」と感想を述べました。

発送する郵便物の仕分け作業を体験

　平成２６年度球磨人吉中体連秋季陸上競技大会
が行われ、相良中学校２年西美帆さん（松馬場）が
２年女子１００ｍ、１年永井智久さん（平原）が１
年男子１５００ｍで優勝しました。
　２人は、１０月４日にうまかな・よかなスタジ
アムで行われた県大会に出場されました。県大会
では、上位入賞はなりませんでしたが、練習の成
果を発揮し、健闘されました。二人とも、来年も
県大会に出場すべく、今後の練習に力を入れたい
とのことでした。

相良中学校代表として健闘！

　１０月は「シルバー人材センター事業普及啓発
促進月間」とされ、相良村シルバー人材センター
でも、毎年１０月に「シルバーの日」として活動
を行っています。今年は、４３人の会員が相良村
運動公園の除草作業を行いました。
　事務局長の竹松正三さん（松馬場）は、「今年は２
年に１度の村民体育祭があるので、グラウンドの
除草作業を行った」と話し、会員の皆さんは、グ
ラウンドに生えた草を手作業で丁寧にとられてい
ました。

除草作業に汗を流す会員の皆さん

10
1

村民体育祭に向けて整備
シルバーの日 26

9 県大会出場！
中体連秋季陸上競技大会

10　7
～9

10
3
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の保健福
祉

ひろば

11月の小児科在宅当番医

２日㈰	公立多良木病院小児科
３日㈷	人吉医療センター　小児科
９日㈰	増田クリニック小児科
16日㈰	堤病院付属九日町診療所小児科
23日㈰	やまむら医院
24日㈷	たかはし小児科内科医院
30日㈰	増田クリニック小児科

４２－２５６０
２２－２１９１
２２－３５７０
２２－２２５１
４５－０００５
２４－２２２２
２２－３５７０

〈受診時間/午前9時〜午後5時〉

※受診される場合は、医療機関へ連絡してください。

　
木
々
の
葉
も
色
づ
き
、
季
節
も
秋
か
ら

冬
へ
と
移
り
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

朝
夕
寒
く
な
り
ま
す
が
、
着
せ
過
ぎ
に
な

ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
９
月
は
、
親
子
体
操
を
し
て
、
ス
キ
ン

シ
ッ
プ
を
と
り
ま
し
た
。

　
11
月
は
、
役
場
周
辺
で
お
散
歩
を
考
え

て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
お
友
達
を
誘
っ
て
、
気
軽
に
お
い

で
く
だ
さ
い
♪

【
問
合
せ
先
】

　
福
祉
係

　
完
全
予
約
制
年
金
相
談
会
を
、人
吉
市・

球
磨
郡
で
毎
週
３
回
開
催
。

　
年
金
の
専
門
家　
社
会
保
険
労
務
士
が

あ
な
た
の
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

■
開
催
日

○
人
吉
市
役
所

　
〈
月
曜
日
〉

　
　
10
日
・
17
日

　
〈
金
曜
日
〉

　
　
７
日
・
14
日
・
21
日
・
28
日

○
多
良
木
町
役
場

　
〈
水
曜
日
〉

　
　
12
日
・
26
日

○
錦
町
役
場

　
〈
水
曜
日
〉

　
　
５
日
・
19
日

【
問
合
せ
・
予
約
申
し
込
み
】

　
国
保
係
ま
た
は
八
代
年
金
事
務
所

　
予
約
担
当

　
（
☎
０
９
６
５

－

３
５

－

６
１
２
３
）

相
良
村
子
育
て
応
援
事
業

ち
ゃ
ち
ゃ
ク
ラ
ブ
だ
よ
り

年
金
相
談
会
の
開
催

　
　
　
　
　

  

〈
11
月
分
〉

ひ
と
り
親
家
庭
支
援
事
業

お問い合わせは　保健福祉課（直通）☎３５−１０３２
国保係　戸籍係　福祉係　保健係（ふれあいセンター内）

■
面
会
交
流

　
面
会
交
流
と
は
、
離
婚
ま
た
は
別
居

に
よ
り
、
子
ど
も
と
別
れ
て
暮
ら
し
て

い
る
親
が
子
ど
も
と
会
っ
て
話
を
し
た

り
、
遊
ん
だ
り
し
て
交
流
す
る
こ
と
を

い
い
ま
す
。
子
ど
も
に
と
っ
て
面
会
交

流
と
は
、
別
れ
て
暮
ら
す
親
の
愛
情
を

感
じ
る
、
重
要
な
つ
な
が
り
で
す
。
支

援
員
が
双
方
の
親
と
相
談
し
な
が
ら
、

面
会
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
熊
本
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

　
☎
０
９
６

－

３
２
４

－

２
１
３
６

　
日
曜
～
金
曜　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

■日時／１１月１９日（水）　９：３０より受付
■場所：相良村ふれあいセンター
※準備の都合上、１４日（金）までにお知らせください。
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保健福祉のひろば

11
月
は
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
で
す

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金

保
険
料
）控
除
証
明
書
」が

発
行
さ
れ
ま
す
。

～
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で

　
　
　
　
　

大
切
に
保
管
を
！
～

○
国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
及
び
住
民

税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。（
そ
の
年

の
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納

付
し
た
保
険
料
が
該
当
し
ま
す
。）

○
こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め

に
は
、
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書

類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
平
成
26
年
１
月
１
日
か
ら
9
月

30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
方
に
対
し
、「
社
会
保
険

料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」

が
本
年
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か

ら
送
付
さ
れ
ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定

申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書（
又

は
領
収
証
書
）を
添
付
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

の
間
に
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、
来
年
の
２

月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

○
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ

れ
た
場
合
も
、
納
付
さ
れ
た
ご
本
人
の

社
会
保
険
料
控
除
の
申
告
に
加
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家
族
あ
て
に

送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
し
て
申

告
し
て
下
さ
い
。

11
月
30
日
は

　
「
年
金
の
日
」
で
す
!!

み
ら
い

い
い

　

厚
生
労
働
省
で
は
、『
国
民
お
一
人
お

一
人
、「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
等
を
活
用

し
な
が
ら
、
高
齢
期
の
生
活
設
計
に
思
い

を
巡
ら
せ
て
い
た
だ
く
日
』
と
し
て
、
11

（
い
い
）月
30（
み
ら
い
）日
を『
年
金
の
日
』

と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
に
、『
ね
ん
き
ん
定
期
便
』

や
『
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
』
で
、
ご
自
身
の

年
金
記
録
と
年
金
受
給
見
込
額
を
確
認

し
、
未
来
の
生
活
設
計
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
『
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
』
を
ご
利
用
い
た

だ
く
と
、
い
つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
記
録

を
確
認
で
き
る
ほ
か
、
将
来
の
年
金
受
給

見
込
額
に
つ
い
て
、
ご
自
身
の
年
金
記
録

を
基
に
様
々
な
パ
タ
ー
ン
の
試
算
を
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
『
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
』
に
つ
い
て
は
、

日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
い
た
だ
く
か
、
八
代
年
金
事
務
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除

証
明
書
」
に
つ
い
て
の
ご
照
会
は
、
控
除

証
明
書
の
は
が
き
に
表
示
さ
れ
て
い
る

電
話
番
号
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

　
11
月
は
第
5
期
の
納
付
月
で
す
。

■
保
険
料
を
滞
納
し
た
と
き
…

　
特
別
な
理
由
が
な
く
保
険
料
を
滞
納

し
た
と
き
に
は
、
通
常
の
保
険
証
よ
り

有
効
期
限
の
短
い
短
期
被
保
険
者
証
が

発
行
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
滞
納
が
1
年

以
上
続
い
た
場
合
に
は
保
険
証
を
返
還

し
て
も
ら
い
、
資
格
証
明
書
が
交
付
さ

れ
ま
す
。
資
格
証
明
書
で
お
医
者
さ
ん

に
か
か
る
と
き
に
は
、
医
療
費
を
い
っ

た
ん
全
額
自
己
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま

す
が
、
あ
と
か
ら
役
場
に
申
請
す
る
と

自
己
負
担
分
を
除
い
た
額
が
特
別
療
養

費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】　
国
保
係

　
児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き

重
要
な
課
題
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、

国
民
全
体
の
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
が

不
可
欠
で
す
。

　
毎
年
11
月
は
、
児
童
虐
待
防
止
の
た
め
の

広
報
啓
発
活
動
を
集
中
的
に
行
な
う
こ
と

を
目
的
と
す
る「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」

と
し
て
、全
国
的
な
取
組
み
が
行
わ
れ
ま
す
。

【
児
童
虐
待
の
種
類
】

●
身
体
的
虐
待
：
殴
る
、
蹴
る
、
冬
戸

外
に
締
め
出
す
な
ど
生
命
・
健
康
に

危
険
を
及
ぼ
す
こ
と

●
ネ
グ
レ
ク
ト
：
家
に
閉
じ
込
め
る
、

食
事
を
与
え
な
い
、
ひ
ど
く
不
潔
に

す
る
な
ど

●
性
的
虐
待
：
子
ど
も
へ
の
性
的
行

為
、
性
的
行
為
を
見
せ
る
な
ど

●
心
理
的
虐
待
：
言
葉
に
よ
る
脅
し
、

無
視
、
き
ょ
う
だ
い
間
で
の
差
別
、

子
ど
も
の
前
で
家
族
に
対
し
て
暴
力

を
ふ
る
う
な
ど

■
児
童
虐
待
を
防
ぐ
た
め
に

　
児
童
虐
待
は
「
家
庭
」
と
い
う
外
か

ら
見
え
に
く
い
場
所
で
起
こ
り
、
子
ど

も
が
自
ら
助
け
を
求
め
る
こ
と
は
難
し

く
、
気
づ
き
に
く
い
も
の
で
す
。
虐
待

を
防
ぐ
た
め
に
は
、
早
い
段
階
で
の
発

見
と
対
応
が
大
切
で
す
。
周
囲
に
虐
待

を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
が
い
る

場
合
に
は
、
匿
名
で
相
談
で
き
、
連
絡

者
や
連
絡
内
容
に
関
す
る
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。
児
童
相
談
所
や
保
健
福
祉
課

の
窓
口
へ
連
絡
・
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
●
役
場
保
健
福
祉
課
福
祉
係

　
　
☎
３
５

－

１
０
３
２（
直
通
）

　
●
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル	

　
　
☎
０
５
７
０

－

０
６
４

－

０
０
０

（
お
住
ま
い
の
地
域
の
児
童
相
談
所

に
お
つ
な
ぎ
し
ま
す
）
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健康づくりを
お手伝いします

管  理  栄  養  士  が
保  健  師  と●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　

血圧を上げる要因と対処方法（食事・塩分編）
【シリーズNo.5】

塩分を控えるためのひと工夫
①味を染み込ませず、表面にからませる。（煮物で全体に塩味が

付くよりも、照り焼き等で表面に味をからませた方が塩の味
を濃く感じ、塩分の摂取量が少なくて済みます。）

②麺類のスープを残す。（スープには2 ～ 3ｇの塩分があります。）
③漬物は控える。（梅干し１個の塩分は2.2ｇあります。）
④調味料はかけるより、つけて食べる。（味を感じるのは上顎で

はなく、舌です。舌に接触することで、味を濃く感じ、満足
感を得られます。）

⑤スパイス、辛子・カレー粉等を使って味にメリハリを付ける。
（薄味を感じなくなります。）

⑥カリウム食品（海藻類・野菜等）を食べる。（塩分を排出します。）
⑦加工食品（練り製品・冷凍食品等）とソーメン・うどん等は控

える。（そのものに塩分が入っているので、知らない間に塩分
を多く取ってしまいがちです。）

⑧出しをしっかりと効かせる。（いりこ・かつお・昆布等自然の
ものできちんと取る。）

⑨料理は温かいうちに食べる。（冷めると薄味に感じるからです。）
⑩レモン・ゆず・二杯酢などの香りや酸味で薄味をおぎなう。
　（減塩を感じさせない。）
⑪飲酒時のおつまみに要注意。（ハム１枚・チーズ１切れは、濃

口醤油小さじ１杯と同量の塩分量です。）
⑫食べ過ぎない。（薄味の食事でも量をたくさんたべると、その

分塩分量も増える。）
⑬「栄養成分表示」をチェックする癖をつける。

※栄養成分にナトリウム○㎎と表示されている時があります。
塩分量に換算するには
　 ナトリウム（㎎）×2.54÷1000＝食塩量（ｇ）　
　例えば　ナトリウム300㎎だとすると
　300×2.54÷1000＝0.762ｇの塩分量となります。

塩分を過剰摂取すると体内で何が起こるか？

　塩は体の中でナトリウムと塩素に分かれ、一定の濃さで血液に溶け込み、体の水分
量を調整するなど、重要な役割を担っています。また、ナトリウムは神経や筋肉が正
常に働くために働き、塩素は胃液の成分になるなど、塩分は生命を維持するためには
なくてはならない存在です。塩分不足は栄養吸収や筋肉の働きに大きくかかわり、体
内機能の衰えにつながりますが、摂り過ぎは、高血圧や腎臓病などのリスクを高めます。

（日本人の食事摂取基準2015年度で食塩は、男性8.0ｇ以下、女性7.0ｇ以下、高血圧症ならば6.0ｇ以下が基準です。）

◆次回は食事・肥満編です。

あなたのお医者さんのかかり方　間違っていませんか？

□	①現在は健康なのでかかりつけ医はまだ必要ない。
□	②どうせ受診するなら、大病院に行くべきである。
□	③なるべく多くの病院に受診して様子を見るほうがいい。
□	④受診の時間帯によって医療費が変わることはない。
□	⑤前年の健診結果が良ければ翌年は健診を受ける必要はない。

　上記でチェックした項目があれば、あなたは誤解して
います。
①健康状態を把握してくれているかかりつけ医がいると

安心です。今、健康でもかかりつけ医を持ちましょう。
②軽い症状で大病院は非効率的です。数時間待っても数

分の診察しか受けられないことや、本当に高度医療が
必要な人の治療の妨げになることも考えられます。

③初診料や検査料がかかったり、検査のやり直しなどで、
時間もムダになることがあります。注射や投薬の重複
で思わぬ副作用が出ることもあります。

　重複受診のムダや危険を防ぐために、かかりつけ医に

検査目的や治療方法など気になることはきちんと納得
いくまで質問しましょう。

④安易な時間外受診は、割増料金で医療費が高くなるだ
けでなく、緊急を要する人への迷惑にもつながります。
乳幼児や高齢者は症状の軽いうちから早めに受診する
ことを習慣にしましょう。

⑤前回の健診結果がよくても油断は禁物です。定期的に
健診を受けて、病気の早期発見・早期治療につとめま
しょう。重症化になってからでは高額な医療費が必要
になり、治療に要する時間もかかります。自分のため
家族のためにも一年に一回は健診を受けましょう。

保健福祉のひろば
相良村国民健康保険

該当する項目に
チェック
してください。

□

　お医者さんのかかり方を考えて医療費の節約に努めましょう。
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１．塩辛いものを
　食べる

２．血液中の
　ナトリウムが増える

３．濃度を薄めるために
　水分が必要 ４．のどが渇く ５．水分を多く飲む ６．血液量が増える

７．心拍数の増大・
　血管の浮腫

８．血液を送り出すのに
　大きな力が必要９．血圧が上がる10．心臓・脳・腎臓

　への負担が
　大きくなる
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　こんにちは。相良村消防団女性消防隊です。村内の防火防災の啓発活動を目的に
平成１９年度に発足し、現在、隊員１３名で活動しています。不定期になりますが、
本号よりわたくしたちの活動報告と防火防災についてお知らせしていきます。

　「目の前に、意識がなく、心肺停止の人が倒れている！こんな現場
に居合わせたら ･･･ その時、私たちは何ができるでしょうか？」
　１１９番通報をし、救急隊が到着するまでのわずかな間に、心臓マッ
サージやＡＥＤ（自動体外式除細動器）を使った救命処置をしたときの
救命率は、しないときと比べ２倍以上も違うと言われています。
　女性消防隊では６月に人吉下球磨消防組合から救急救命講習を受
け、７月には相良南小５・６年生を対象に夏休み前の啓発活動を行い
ました。

火災予防期間中、中分署職員が様々な啓発活動を実施します。
皆様のご協力お願いします！

人吉下球磨消防組合　中分署
☎２４－１２４３

役場（本庁）、総合体育館、川辺・柳瀬構造改
善センター、林業総合センター、北小、南小、
相良中、緒方医院、権頭医院、暁保育園、な
つめ保育園、川辺川園、サンライフみのり、チェ
リーゴルフ、Ａコープさがら、㈱大乗技研日本、
球磨酪農

　村内の各行政区・各種団体等で救急救命
講習等ご要望ありましたら、女性消防隊が
お手伝いします。お気軽に役場総務課消防
主任までご連絡ください。

救急救命について

村内でＡＥＤを設置している場所をご存じですか？

女性消防隊がお手伝いします！

相良村消防団  女性消防隊

相良南小で心臓マッ
サージやＡＥＤの正
しい使い方を実演し
ました

消防署から指導を
受けている様子

秋の全国火災予防運動
２０１４
１１．９～
１１．１５

もういいかい　火を消すまでは　まあだだよ
平成２６年度　全国統一防火標語

住宅用火災警報器を
設置しましょう !!

不審火（放火）に注意 !!�
その対策は ･･･

　住宅用火災警報器の設置は義務化されてい
ます。
　取付け及び１年に１回の点検をお願いします。
また、併せて防災機器（安全装置付き暖房器具
や住宅用消火器）などの設置が消火・避難に効
果的です！ !

　全国的に不審火や放火に関係する火災が後
を絶ちません。
　人吉下球磨管内でも不審火による火災が多
く発生しています。
　建物周囲に燃えやすい物は置かないように
し、進入されそうな場所はきちんと施錠する
ように心がけましょう !!
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こ
ん
に
ち
は
、
川
邊
で
す
。
暑
か
っ
た

夏
が
い
つ
の
間
に
か
通
り
過
ぎ
、
最
近
は

朝
夕
肌
寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
村
民

の
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

徐
々
に
過
ご
し
や
す
い
気
候
に
な
り
、
公

私
共
に
さ
ら
に
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し

た
い
も
の
で
す
。

　

さ
て
、
今
回
は
研
修
に
つ
い
て
お
話
し

ま
す
。
県
で
は
、
入
庁
年
数
に
応
じ
た
研

修
や
自
己
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
全
職
員
が

受
講
す
る
特
定
課
題
研
修
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
研
修
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

の
一
つ
に
「
市
町
村
塾
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
研
修
は
、
市
町
村
か
ら
の
派
遣
・
研

修
生
を
対
象
に
全
８
回
で
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
受
講
し
た
研
修
内
容
は
、
地

方
自
治
法
や
地
方
公
務
員
法
、
法
制
執
務

や
地
方
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
な
ど
公
務

員
と
し
て
当
然
身
に
付
け
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
基
礎
的
な
こ
と
を
は
じ
め
、

講
話
や
地
域
づ
く
り
の
事
業
説
明
、
県
議

会
の
本
会
議
及
び
常
任
委
員
会
の
傍
聴
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
先
日
は
、
県

の
職
員（
30
～
40
歳
代
）の
希
望
者
の
方
が

受
講
さ
れ
て
い
る
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
」
に

も
参
加
し
、
講
演
を
聞
い
た
り
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
で
対
話
を
し
た
り
、
現
状
の
自
分

の
行
動
を
考
え
る
と
て
も
有
意
義
な
研
修

で
し
た
。
今
後
は
、
現
地
研
修
も
計
画
さ

れ
て
い
る
の
で
楽
し
み
で
す
。

　

そ
し
て
、
必
ず
開
催
さ
れ
る
懇
親
会
。

他
の
部
署
に
所
属
さ
れ
て
い
る
方
々
を
知

り
、
語
り
合
え
る
良
い
機
会
で
す
。
こ
の

出
会
い
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

派遣

REPORT

○記帳・帳簿等の保存制度の対象者が拡大さ
れています
　平成２６年１月から、記帳・帳簿等の保存制度
の対象者が拡大され、事業所得、不動産所得又は、
山林所得を生ずべき業務を行う全ての方（所得税の
申告が必要ない方も含まれます）は、売り上げなど
の収入金額、仕入れや経費に関する金額等を帳簿
に記載し、その帳簿や取引に係る請求書・領収書
等の書類を保存する必要があります。
　なお、制度の詳細については、国税庁ホームペー
ジ（www.nta.go.jp）の「個人で事業を行っていく方
の帳簿の記載・記録の保存について」をご覧くだ
さい。
　また、税務署が実施する「記帳説明会」等につ
いては、最寄りの税務署の所得税担当までお問い
合わせください。

○税務署でのご相談は事前のご予約を
　具体的書類や事実関係を確認する必要があるな
ど、相談内容により電話等での回答が困難な場合
には、電話等で事前に相談日時等をご予約いただ
いた上で、所轄の税務署においてご相談をお受け
しております。
　ご予約の際には、お名前・ご住所・相談内容等
をお伺いいたします。
　なお、税金の納付相談や確定申告期において申
告書作成会場へお越しいただく際には、事前のご
予約の必要はありません。

■問合せ

　人吉税務署　☎２３－２３１１　
　※自動音声案内の後、
　　「２」を選択してください。

国税だより

平成 26 年度から 2 年間
熊本県庁に派遣

川邊 俊二
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■
受
講
料

　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
は
別
途
実
費
）

■
定
員　

30
人

■
募
集
期
間

　

11
月
7
日（
金
）ま
で

■
申
込
み
・
問
合
せ

　

同
協
議
会
事
務
局

　

☎
０
９
６

－

３
８
４

－

３
３
３
３

　

役
場
産
業
振
興
課

　

☎
３
５

－

１
０
３
４

　

今
年
度
も
、
中
学
生
と
そ
の
保

護
者
、
村
民
の
皆
様
を
対
象
に
左

記
の
日
程
で
講
演
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
。

　

ご
多
用
の
折
と
は
存
じ
ま
す

が
、
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
た
く

さ
ん
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

■
日
時　

11
月
18
日（
火
）

　

午
後
２
時
10
分
～
３
時
30
分

■
場
所　

相
良
中
学
校　

体
育
館

■
演
題　
い
の
ち
を
い
た
だ
く（
仮
）

■
講
師　

坂
本　

義
喜 

氏

　
　
　
　

元
熊
本
市
食
肉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

食
肉
解
体
作
業
員

　

解
体
業
や
そ
こ
に
携
わ
る
人

　

県
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議

会（
事
務
局
：
県
農
業
会
議
）で
は
、

農
業
法
人
化
を
目
指
す
認
定
農
業

者
等
を
対
象
に
し
た
「
農
業
法
人

化
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ（
冬
季
）講
座
」

の
受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
講
座
で
は
、
税
理
士
等

の
専
門
家
が
「
法
人
化
手
続
き
、

税
務
、
労
務
管
理
、
経
営
管
理
」

な
ど
を
中
心
に
わ
か
り
や
す
く
解

説
し
ま
す
。
講
座
３
日
目
に
は
熊

本
市
西
区
の
農
業
法
人
を
訪
ね
、

事
例
を
学
ぶ
現
地
視
察
も
予
定
し

て
い
ま
す
。

■
開
催
日
時

　

12
月
２
日（
火
）（
第
１
回
）

　
（
全
４
回
）

へ
の
理
解
、
な
に
よ
り
命
を
提

供
す
る
動
物
へ
の
感
謝
を　

忘

れ
な
い
で
と
い
う
思
い
で
、
講

演
活
動
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

■
絵
本
「
い
の
ち
を
い
た
だ
く
」

　

講
談
社
刊

　　

原
案
：
坂
本
義
喜 

氏

　

作
：
内
田
美
智
子 

氏

（
一
昨
年
の
講
師
）

　

熊
本
市
食
肉
セ
ン
タ
ー
に
勤

務
し
て
い
た
坂
本
義
喜
さ
ん
の

体
験
談
を
基
に
し
た
絵
本
。

 　

球
磨
郡
内
に
お
い
て
薬
草
の
産

地
化
を
図
る
た
め
、
栽
培
面
積
の

拡
大
を
計
画
し
て
お
り
、
薬
草

『
ミ
シ
マ
サ
イ
コ（
三
島
柴
胡
）』

栽
培
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ご
希
望
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

役
場
産
業
振
興
課

☎
３
５

－

１
０
３
４

【
ミ
シ
マ
サ
イ
コ
と
は
？
】

■
セ
リ
科
の
多
年
草

■
本
州
～
四
国
・
九
州
の
日
当

た
り
の
良
い
山
野
に
自
生
。

花
期
は
８
月
～
10
月
。
高
さ

30
～
50
㎝
。
小
さ
な
黄
色
の

花
を
多
数
咲
か
せ
ま
す
。

■
根
は
最
古
と
い
う
「
生
薬
」

で
、
日
本
漢
方
局
に
収
録
さ

れ
て
い
ま
す
。
解
熱
、
鎮
痛

作
用
が
あ
り
、
漢
方
薬
に
配

合
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

相
良
村
で
も
今
年
５
月
末
に
相

良
村
薬
草
部
会
を
立
ち
上
げ
現
在

６
軒
の
方
が
、
栽
培
を
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

准
看
護
師
免
許
取
得
を
ご
希
望

の
学
生
・
社
会
人
の
皆
さ
ん
、
お

待
ち
し
て
い
ま
す
！

■
願
書
受
付

　

11
月
17
日（
月
）～
28
日（
金
）

■
試
験
日　

12
月
7
日（
日
）

■
募
集
人
員　

40
人

■
受
験
資
格

中
学
校
卒
業（
卒
業
見
込
み
）

以
上

■
試
験
科
目（
一
般
常
識
程
度
）

　

国
語
・
算
数
・
作
文
・
面
接

■
問
合
せ

　

人
吉
准
看
護
学
院

　

人
吉
市
南
泉
田
町
７
２

－

２

　

☎
２
２

－

２
９
６
２

募
　集

薬
草
栽
培
者
募
集
!!

試
　験

人
吉
准
看
護
学
院

「
生
徒
募
集
」

おしらせ

平
成
26
年
度
目
指
せ
！

農
業
法
人
化
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ（
冬
季
）講
座

『
性
教
育
講
演
会
』へ
の

ご
案
内
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村長エッセー 「ルワンダ・ウィーク！？」

　
９
月
23
日
は
北
嶽
神
社
、
そ
し
て
10

月
19
日
は
四
浦
阿
蘇
神
社
の
例
大
祭
が

あ
り
、
い
よ
い
よ
本
格
的
な
秋
を
迎
え

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
村
内
各
所
で
神
社

の
例
大
祭
が
行
わ
れ
、
秋
の
収
穫
を
祝

い
感
謝
し
ま
す
。
今
年
一
年
の
ま
と
め

の
時
季
と
も
な
る
わ
け
で
す
。

☆

　
ア
フ
リ
カ
中
部
に
ル
ワ
ン
ダ
と
い
う

貧
し
い
小
国
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
国
の

地
方
で
は
家
は
ワ
ラ
と
泥
で
出
来
て
お

り
、
衣
服
は
先
進
国
か
ら
援
助
さ
れ
た

古
着
な
ら
ま
だ
い
い
方
と
い
う
よ
う
な

生
活
で
す
。
５
歳
ぐ
ら
い
に
な
れ
ば
頭

の
上
に
壺
を
の
せ
て
10
㌔
先
の
泉
ま
で

水
を
汲
み
に
行
く
の
が
子
ど
も
の
日
課

と
い
う
地
域
で
す
。
も
ち
ろ
ん
三
度
の

食
事
が
で
き
る
は
ず
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

･･･

と
い
う
話
を
20
年
ほ
ど
前
に
本
屋

さ
ん
の
立
ち
読
み
で
見
ま
し
た
。
20
年

た
っ
た
今
で
も
さ
ほ
ど
発
展
し
て
豊
か
に

な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

☆

　
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
24
歳
に
な

る
長
男
が
４
歳
く
ら
い
の
時
に
「
コ
レ

だ
！
」
と
思
い
、
徳
田
家
で
は
「
ル
ワ

ン
ダ
・
ウ
ィ
ー
ク
」
な
る
も
の
を
創
設

し
ま
し
た
。
そ
の
「
趣
旨
」
は
、
地
球

上
で
は
今
日
食
べ
る
食
料
も
な
い
人
が

い
る
こ
と
に
思
い
を
は
せ
、
日
本
に
い

て
食
料
が
余
り
あ
る
こ
と
に
感
謝
し
食

す
る
日
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
「
具
体
的
実
施
事
項
」
と
し
て
は
、

そ
れ
以
来
、
給
料
日
前
の
10
日
間
を
ル

ワ
ン
ダ
・
ウ
ィ
ー
ク（
!?
）と
し
て
、
一

切
の
食
料
を
買
わ
ず
食
生
活
を
送
る
期

間
と
し
て
い
ま
す
。
冷
蔵
庫
や
引
き
出

し
を
開
け
れ
ば
な
に
か
あ
る
も
の
で
す

し
、
米
と
味
噌
が
あ
れ
ば
な
ん
と
か
な

り
ま
す･･･

。

　

実
は･･･

な
ん
て
こ
と
は
な
い
デ

ス
、
給
料
日
ま
で
お
金
が
持
た
な
い
と

い
う
現
実
的
理
由
が
あ
っ
た
わ
け
で
す

し
、
し
た
が
っ
て
今
で
も
こ
の
制
度
を

続
け
て
お
り
ま
す
！

　
ち
な
み
に
、
給
料
日
の
翌
日
は
「
ル

ワ
ン
ダ
・
ウ
ィ
ー
ク
明
け
」
と
し
て
た

く
さ
ん
の
ご
馳
走
を
食
べ
ま
す
。（
笑
）

☆

　
ご
存
知
の
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
が
、
世
界
で
飢
餓
に
よ
る
死
者
は

一
日
で
４
万
人
、
年
間
１
５
０
０
万
人

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
７
割
が

子
ど
も
で
す
。
と
こ
ろ
が
日
本
国
内
で

の
食
べ
残
し
や
一
般
国
民
が
知
ら
な
い

と
こ
ろ
で
処
分
さ
れ
る
賞
味
期
限
切
れ

の
食
料
を
合
わ
せ
る
と
捨
て
ら
れ
る
食

料
は
１
日
で
３
０
０
０
万
食
分
と
言
わ

れ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
で
い
て
、
日
本

は
カ
ロ
リ
ー
計
算
で
６
割
以
上
の
食
料

を
輸
入
し
て
お
り
、
先
進
国
で
は
珍
し

く
食
料
の
確
保
が
で
き
て
い
な
い
国

で
す
。

　
ル
ワ
ン
ダ
が
た
ま
た
ま
食
に
苦
し
む

国
の
象
徴
と
し
て
私
は
話
し
ま
し
た

が
、
そ
も
そ
も
地
球
で
暮
ら
す
70
億
を

超
え
る
人
口
で
ま
と
も
に
三
度
の
食
事

が
で
き
る
の
は
２
割
も
な
い
現
実
が
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
計
算
上
は
日
本
で
捨

て
ら
れ
る
食
料
だ
け
で
世
界
の
飢
餓
を

ゼ
ロ
に
で
き
る
の
で
す
。

☆

　
今
年
は
今
の
と
こ
ろ
台
風
な
ど
自
然

災
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
夏
の
日
照

不
足
が
言
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
米
な

ど
の
収
穫
に
大
き
な
影
響
は
な
く
実
り

多
い
秋
で
あ
っ
た
と
願
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
し
て･･･

実
り
の
秋
だ
か
ら
こ

そ
あ
ら
た
め
て
、
三
度
の
食
事
が
で
き

る
こ
と
の
感
謝
を
し
た
い
も
の
で
す
。

相良村長

德 田  正 臣
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日 月 火 水 木 金 土
2 3 4 5 6 7 1　　　8

●家庭の日 ●文化の日 ◆母子健康手帳
　交付・両親学級
　（受付9:00～9:20 

ふれあいセンター）

●総合体育館休館日
●ノーテレビデー・

ノーゲームデー

9 10 11 12 13 14 15
●消防タッチ運動 ●防火パレード ◆６か月児育児学

級
　（H26.3月生）
　（山江村会場）

●収納窓口延長
　（税務課）
　午後７時まで

◆こころの健康相
　談（要予約）

●中原丈雄
　コンサート
　相良村総合
　体育館
　開場17:30

●山本神社大祭

●総合体育館休館日
●ノーテレビデー・

ノーゲームデー

16 17 18 19 20 21 22
●相良中学校
　文化祭
　8:30～

◆母子健康手帳
　交付・両親学級

（受付9:00～9:20
　ふれあいセンター）

●相良中学校
　性教育講演会
　14:10～

◆ちゃちゃくらぶ ◆3～4か月健診
　（Ｈ26.7.6～8.5生）
　（相良村会場）
●川辺厳島神社
　例大祭

●総合体育館休館日
●ノーテレビデー・

ノーゲームデー

23 24 25 26 27 28 29
●勤労感謝の日
●四浦阿蘇神社
　秋祭り
●十島菅原神社
　例大祭
●相良北小学校
　学習発表会　
　10:30 ～

●振替休日 ◆すこやか育児
　相談
●収納窓口延長
　（税務課）
　午後７時まで

◆発達相談・
　３才児健診
　（Ｈ23.１月～

3月生）

◆乳幼児発達相談
◆こころの健康相

談（要予約）

●総合体育館休館日
●ノーテレビデー・

ノーゲームデー

30
●第12回相良村
　文化祭

★１１月は国民健康保険税第７期の納付月です。納め忘れのないよう便利な口座振替の
ご利用を！
★保育料は毎月納期限内に納めましょう！保育料の納期は毎月２５日です。
　（２５日が土・日・祝祭日の場合は、翌日になります。）

11月の行事予定 変更になる場合もあります。 ◆保健福祉関係　●教育委員会ほか

☆毎週木曜日は「ノーテレビデー・ノーゲームデー」…
　テレビやゲームから離れ、生み出された時間を学習や読書、家族団らんなどの時間としましょう。

建設課上下水道係よりお知らせ
◆平成２６年度相良村簡易水道配水池清掃（貯水槽清掃）に伴い断水します。
　下記の日程で貯水槽の清掃を行います。
　清掃中は断水により大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

作業場所 日　　　　程 断水時間帯 断水地区

川辺地区　配水池・減圧槽 11月 8日（土） 　8：00～17：00 13：30～16：00 川辺地区全域、下四浦地区

初神地区　減圧槽
11月12日（水） 　8：30～14：00

　9：00～11：00 出口地区、瀬馳地区

川辺地区　加圧ポンプ槽 11：30～13：30 上園地区の一部

深水地区　配水池 11月26日（水） 13：00～17：00 　9：00～12：00 中尾地区

◆水道料金納付について
　水道料金は、役場会計室窓口並びに四浦出張所、または収納代理金融機関等（納入通知書裏面に記載）でお支
払いできます。期限内に納付をお願い致します。なお、口座振替をご希望の方は、各金融機関、郵便局の方で
手続きください。
　料金の納付に応じていただけない場合は、強制的に給水を停止する場合もありますので、ご注意ください。

※水道に関するお問い合わせは、お気軽に相良村役場建設課上下水道係までお願いします。
■問合せ先　役場建設課　上下水道係　☎３５－１０３５（直通）



〈問合せ先〉総務課35-0211

相良村の人口と世帯

世帯数　1,665世帯（　０）
男　　　2,284人　（＋３）
女　　　2,555人　（△２）
計　　　4,839人　（＋１）

（９月末現在）

※（　）内は、先月末との差です。
※外国人住民を含めた集計です。

香
典
返
し
〈
９
月
分
〉

相
良
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ

※
敬
称
略

村木/茶 村花/福寿草 村鳥/セキレイ

木
　
山
　
鶴
　
義
（
下
四
浦
）

緒
　
方
　
典
　
壽
（
新
　
村
）

上
　
野
　
三
十
六
（
松
　
葉
）

北嶽神社秋の大祭
　

９
月
23
日（
火
）に
、
恒
例
の

北
嶽
神
社
秋
の
大
祭
が
開
催
さ

れ
、
多
く
の
参
拝
客
が
訪
れ
ま

し
た
。

　

伝
統
の
「
ひ
ひ
舞
」
の
奉
納

で
は
、「
老
ひ
ひ
」
を
松
永
晋
明

さ
ん（
下
四
浦
）、「
老
ひ
ひ
の

娘
」
を
坂
口
亜
純
さ
ん（
相
良

中
３
年
＝
下
四
浦
）、「
き
こ
り
」

を
平
野
遥
さ
ん（
人
吉
高
校
１

年
＝
下
四
浦
）
が
演
じ
ま
し
た
。

平
野
さ
ん
は
、「
き
こ
り
」
を
初

め
て
演
じ
ま
し
た
が
、
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
、
３
人
が
息
の

合
っ
た
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

境
内
周
辺
に
は
出
店
が
立
ち

並
び
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
住
民

に
よ
る
ダ
ン
ス
や
カ
ラ
オ
ケ
、

お
楽
し
み
福
引
き
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
青
年
団
が
日
本
舞

踊
を
披
露
す
る
と
、
観
客
席
か

ら
は
温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

３
人
の
息
が
あ
っ
た
決
め
ポ
ー
ズ

青
年
団
に
よ
る
日
本
舞
踊
の
披
露

発行日／平成26年10月23日　　編集・発行／熊本県球磨郡相良村総務課
〒868-8501 熊本県球磨郡相良村大字深水2500番地1
TEL 0966–35–0211　  FAX 0966–35–0011
E-mail  info@vill.sagara.lg.jp　 ホームページ  http://www.vill.sagara.lg.jp/

子どもさん（赤ちゃん）のご応募をお待ちしています。お誕生日の記念にいかがですか？

イチバンちゃん募集中！！

わがやのイチバン

山
や ま ぐ ち

口　翔
しょう

 くん

（松葉区）

生年月日：平成２６年２月７日
お母さん：優子さん

お母さんからのメッセージ

「病気をせずに元気に育ってく
ださい。」

　

10
月
４
日
に
な
つ
め
保
育
園
の
運

動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
も
も
組

の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
か
わ
い
い

「
ハ
ッ
ピ
ー
く
ま
モ
ン
」
の
お
ゆ
う

ぎ
に
観
客
席
か
ら
は
温
か
い
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

【今月の表紙】


